
「
申
年
あ
れ
こ
れ
」
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Ｈ
Ｋ
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支
局

　
　

 
中
林 

利
数

当時撮影された写真

編集室でぬいぐるみと

　

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
酒
を
飲
む
と

い
う
こ
と
が
去
年
学
会
で
発
表
さ

れ
て
、
英
国
王
立
協
会
の
科
学
誌

に
載
っ
た
そ
う
だ
。

　

ア
フ
リ
カ
の
ギ
ニ
ア
の
森
で

は
、
住
民
が
椰
子
の
木
の
樹
液
を

集
め
て
発
酵
さ
せ
、
ア
ル
コ
ー
ル

度
数
が
三
〜
六
％
の
酒
を
造
っ
て

飲
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
野
生
の

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
、
木
の
上
で
作

ら
れ
て
い
る
こ
の
酒
を
、
木
の
葉

で
す
く
っ
て
飲
ん
で
い
る
と
こ
ろ

を
ビ
デ
オ
撮
影
さ
れ
た
。
酔
っ
た

か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
体

の
動
き
が
ゆ
っ
た
り
し
て
き
た
そ

う
だ
。

　

愛
知
県
犬
山
市
に
あ
る
京
都
大

学
霊
長
類
研
究
所
な
ど
が
去
年
六

月
に
研
究
発
表
し
た
。
人
間
以
外

の
動
物
が
酒
を
飲
む
こ
と
を
確
認

し
た
写
真
や
ビ
デ
オ
は
初
め
て
と

い
う
。
し
か
し
私
は
、
そ
れ
以
前

に
人
間
以
外
の
動
物
が
自
発
的
に

酒
を
飲
ん
で
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た

写
真
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

　

平
成
五
年
四
月
二
十
八
日
の

朝
、
白
川
村
平
瀬
の
道
で
、
キ
ツ

ネ
と
タ
ヌ
キ
が
ど
ぶ
ろ
く
祭
の
お

神
酒
二
合
を
飲
ん
で
、
並
ん
で
寝

て
い
る
の
が
見
つ
か
っ
た
。
丸
一

日
経
っ
て
二
日
酔
い
か
ら
醒
め

て
、
二
頭
は
ふ
ら
ふ
ら
と
山
に
帰

っ
て
行
っ
た
が
、
こ
の
時
に
平
瀬

の
小
坂
五
東
子
さ
ん
が
こ
の
写
真

を
撮
っ
て
い
た
。
写
真
に
は
「
狐

狸
狐
狸
（
こ
り
ご
り
）」
と
書
い

て
あ
る
。

　

私
は
家
の
猫
に
も
飲
ま
せ
よ
う

と
し
た
が
、猫
は
飲
ま
な
か
っ
た
。

タ
ヌ
キ
も
キ
ツ
ネ
も
イ
ヌ
科
だ
か

ら
飲
み
、
ネ
コ
科
の
ラ
イ
オ
ン
や

虎
は
ダ
メ
と
言
う
こ
と
に
な
る
の

だ
ろ
う
か
。
酒
に
関
し
て
は
、
猫

よ
り
犬
の
方
が
霊
長
類
に
近
い
、

な
ん
て
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
意
馬
心
猿
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
辞
書
に
は
、
馬
が
奔
走
し

猿
が
わ
め
き
騒
ぐ
よ
う
に
、
煩
悩

は
制
し
が
た
い
と
あ
る
。
山
の
中

で
聞
く
猿
の
鳴
き
声
は
、
何
と
も

悲
し
く
響
く
と
か
。
馬
が
強
い
意

志
で
走
り
抜
く
鼻
息
の
荒
さ
と

は
、
ま
た
違
う
よ
う
だ
、
猿
の
声

は
。
愚
考
す
る
に
、
猿
は
強
い
意

志
や
理
性
よ
り
も
、
も
ろ
い
感
情

の
側
に
立
つ
こ
と
が
多
い
よ
う

だ
。
人
間
の
好
み
で
勝
手
に
立
た

せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
、
猿
は
言

い
た
い
か
も
知
れ
な
い
が
。

「
猿
が
酒
を
飲
む
の
は
当
り
前
よ
。

あ
ん
だ
け
赤
い
顔
を
し
と
り
ゃ
、

飲
む
に
決
ま
っ
と
る
」
と
言
っ
た

人
が
い
る
が
、「
そ
し
ゃ
猿
は
尻

ま
で
酔
う
の
か
？
」
っ
て
こ
と
に

な
る
。

　

私
は
午
年
だ
が
、
本
当
は
申
年

な
の
で
は
な
い
か
と
常
々
思
っ
て

い
る
。強
い
馬
の
意
志
は
な
く
て
、

日
々
煩
悩
を
制
し
難
い
猿
の
心
情

に
近
い
。
特
に
酒
を
飲
む
と
、
心

猿
踊
り
狂
い
始
め
、
ほ
と
ん
ど
理

性
が
消
え
て
、
い
ら
ん
こ
と
を
い

つ
ま
で
も
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
。
そ

し
て
反
省
と
悔
恨
の
朝
が
来
る
。

　

今
年
も
高
山
に
観
光
客
が
ド
ッ

と
来
て
、
赤
い
サ
ル
ボ
ボ
な
ど
も

ド
ッ
と
売
れ
ま
す
よ
う
に
。
そ
し

て
サ
ル
ボ
ボ
の
よ
う
な
赤
ち
ゃ
ん

が
沢
山
産
ま
れ
て
く
れ
ま
す
よ
う

に
。
少
子
高
齢
化
は
ゆ
ゆ
し
き
問

題
で
す
。

　

ど
ち
ら
様
も
よ
い
お
正
月
を
。
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昭和56年高山市婦人連絡協議会寄贈
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八野　 明（片野町1）
宮大工
永年に亘り、伝統建築の修復を通じて高山市の
文化財保護に努め、後進の育成に貢献された
功績。

桐谷 忠夫（七日町1）
郷土史
永年に亘り、郷土史の研究を行い、高山市の文化
振興に寄与され、生涯学習者の支援に貢献され
た功績。

若柳 雅華 （岡本町1）
日本舞踊
永年に亘り、日本舞踊を通じて高山市の文化振興
に寄与され、後進の指導に貢献された功績。

老田 清子 （上一之町）
短歌
永年に亘り、短歌を通じて高山市の文化振興に
寄与され、後進の指導に貢献された功績。

益田 智子 （片野町5）
日本画
永年に亘り、日本画を通じて高山市の文化振興に
寄与され、後進の指導に貢献された功績。

文
化
功
労
者

新
年
の
ご
挨
拶

「
文
化
」
と
「
平
和
」

（
一
社
）
高
山
市
文
化
協
会

　
　
　
　
　

会
長　

小
林　

浩

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
ご

健
勝
で
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、（
一
社
）
高
山
市

文
化
協
会
の
活
動
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
計
画
し
ま

し
た
事
業
も
滞
り
な
く
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
平
和
」
に
つ
い
て

大
き
く
話
題
に
な
っ
た
年
で
し

た
。
戦
後
七
十
年
を
振
り
返
り
、

過
去
の
悲
惨
な
記
憶
が
マ
ス
コ
ミ

等
に
よ
り
知
ら
さ
れ
、改
め
て「
平

和
」
の
尊
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
先
の
国
会
で
可
決
さ
れ
た
安

全
保
障
関
連
法
案
等
は
、
殊
の
外

「
平
和
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
一
件
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。

　

一
方
国
外
で
は
、
過
激
派
組
織

に
よ
る
テ
ロ
行
為
が
全
世
界
を
恐

怖
に
陥
れ
、い
つ
に
な
っ
た
ら「
平

和
」
が
訪
れ
る
の
か
、
混
沌
と
し

た
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
平
和
」
と
「
文
化
」
は
密
接
な

繋
が
り
を
も
ち
、
学
術
、
文
学
、

音
楽
、
芸
能
等
の
文
化
活
動
は
、

「
平
和
」
な
社
会
基
盤
の
上
で
活

発
に
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
争
い
の
渦
中
で
は
「
文
化
」

は
破
壊
さ
れ
る
ば
か
り
で
決
し
て

育
ま
れ
ま
せ
ん
。「
文
化
」は
、人
々

の
心
を
豊
か
に
し
て
、
生
活
に
潤

い
を
も
た
ら
し
、「
平
和
」
な
社

会
へ
と
導
き
ま
す
。

　

高
山
市
は
、
九
月
二
十
一
日
を

「
高
山
市
平
和
の
日
」
と
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
運
動

を
通
じ
て
、地
方
に
あ
っ
て
も「
活

発
な
文
化
活
動
が
平
和
に
繋
が

る
」
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
、
市

民
の
皆
様
と
共
に
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
文
化
活
動
の
拠
点
と
な
る

施
設
が
「
高
山
市
民
文
化
会
館
・

高
山
市
公
民
館
」
で
す
が
、
築

三
十
三
年
が
経
過
し
、
最
近
は
機

械
設
備
等
の
老
朽
化
が
目
立
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
今
後
の
高
山
駅

西
地
区
の
開
発
と
と
も
に
、
ま
す

ま
す
多
様
化
す
る
文
化
活
動
に
、

現
状
で
の
対
応
は
困
難
と
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
策
定
さ
れ
た
「
高
山
市
第

八
次
総
合
計
画
」
に
は
、
新
文
化

会
館
の
建
設
計
画
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
当
協
会
は
こ
れ
を
契

機
に
、
今
年
か
ら
具
体
的
な
行
動

を
展
開
し
、
市
民
の
皆
様
に
呼
び

掛
け
、
一
刻
も
早
く
計
画
が
前
進

す
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
も
創
意
と
工
夫
を
重
ね
、

地
域
の
「
文
化
」
の
発
展
と
向
上

を
目
指
し
、
更
に
「
平
和
」
に
繋

が
る
文
化
活
動
の
推
進
に
努
め
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

活
躍
を
祈
念
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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史跡の保存と整備に尽力した

松葉  惣四郎
田中　彰

火炉にて前列中央の後ろが松葉惣四郎

赤保木史跡公園にて

「
岡
目
一
目
」

　

若
い
建
築
家
に
、
家
に
つ
い
て

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

昔
は
家
の
中
心
は
大
黒
柱
で
、

神
棚
や
仏
壇
を
置
く
位
置
を
決

め
、
そ
こ
か
ら
座
敷
や
台
所
や
寝

室
が
決
ま
り
、
囲
炉
裏
で
家
長
の

座
る
横
座
も
定
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
に
は
物
理
的
な
空
間
の
配
置

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
精
神
的
な

心
の
拠
り
所
の
位
置
関
係
も
あ
っ

た
。

　

と
こ
ろ
が
今
で
は
、
全
て
の
家

の
中
の
機
能
と
配
置
は
、
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
が
中
心
に
な
る
。
Ｔ

Ｖ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
等
々
の
便
利
さ
へ
の
配
慮

が
大
切
に
な
っ
て
い
る
と
。

　

背
景
に
は
、
戦
前
と
戦
後
の
民

法
の
違
い
も
あ
ろ
う
。
つ
ま
り

「
家
」
を
中
心
の
家
族
か
ら
「
個

人
一
人
一
人
」の
時
代
へ
の
変
化
。

　

家
長
と
そ
の
妻
、
長
男
と
そ
の

妻
が
戸
籍
上
の
主
で
、
そ
の
他
は

「
奴
婢
」
と
書
い
て
あ
っ
た
白
川

村
の
合
掌
家
族
の
明
治
の
名
簿
を

見
て
驚
い
た
。
白
川
村
だ
け
で
は

な
い
。
日
本
中
が
ほ
ぼ
同
じ
思
想

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

長
男
万
歳
の
時
代
は
終
わ
っ
た

け
ど
、
ど
こ
か
に
我
々
は
そ
の
名

残
の
し
っ
尾
を
持
っ
て
い
る
。

　

時
世
時
節
は
変
わ
ろ
と
ま
ま

よ
。
変
ら
ぬ
人
の
心
は
、
今
日
の

感
謝
と
明
日
へ
の
祈
り
を
込
め

て
、
ま
た
今
年
も
初
詣
に
向
う
。

　

さ
て
、今
年
は
何
を
祈
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

の
産
物
と
し
て
有
名
な
赤
保
木
の

「
ネ
ブ
カ
（
ね
ぎ
）」
を
作
り
、
朝

市
に
も
出
し
て
い
ま
し
た
。
一
時

期
、
家
の
裏
に
製
紙
工
場
を
立
て

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。

　

二
十
二
歳
の
頃
、
日
露
戦
争
に

　

松
葉
惣
四
郎
は
上
枝
村
の
助

役
、
村
会
議
員
を
努
め
、
そ
の
か

た
わ
ら
、
赤
保
木
地
区
の
史
跡
保

存
を
推
進
し
た
功
労
者
で
す
。

　

惣
四
郎
は
、
明
治
十
四
年
十
二

月
十
八
日
、
赤
保
木
町
の
松
葉
家

の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

長
じ
て
は
代
々
の
家
業
で
あ
る
畑

作
と
稲
作
を
営
み
、
昔
か
ら
土
地

応
召
さ
れ
て
二
〇
三
高
地
（
中
国

大
連
市
）
で
戦
い
、
ふ
く
ら
は
ぎ

の
貫
通
銃
創
で
負
傷
し
て
前
線
か

ら
離
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
惣
四

郎
の
い
た
部
隊
は
全
滅
し
て
い
ま

す
。

　

惣
四
郎
の
孫
で
あ
る
清
見
町
の

松
葉
晴
彦
さ
ん
、
赤
保
木
町
に
居

住
す
る
垣
内
壽
美
子
さ
ん
は
、
惣

四
郎
の
こ
と
を
温
厚
な
人
で
あ
っ

た
と
語
り
ま
す
。
大
き
い
声
を
張

り
上
げ
た
こ
と
な
ど
な
く
、
い
つ

も
机
に
向
か
っ
て
本
を
読
ん
だ
り

物
を
書
い
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

惣
四
郎
は
昭
和
二
十
一
年
十
二

月
に
赤
保
木
史
跡
保
存
会
を
結
成

し
、
成
田
正
利
の
墓
や
、
赤
保
木

の
国
分
寺
瓦
窯
跡
の
保
存
、
近
隣

の
遺
跡
調
査
に
励
み
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
で
昭
和
二
十
九
年
、
赤
保

木
集
落
の
後
背
、
熊
野
神
社
裏
で

客
土
採
掘
中
に
二
基
の
変
わ
っ
た

石
組
炉
が
発
見
さ
れ
ま

す
。
ひ
と
つ
は
舟
の
形

を
し
て
い
て
、
地
元
で

大
き
な
反
響
を
呼
び
ま

し
た
。大
騒
ぎ
に
な
り
、

郷
土
史
家
の
角
竹
喜
登

や
岡
山
準
、
考
古
学
者

の
笠
原
烏
丸
、
大
学
の

研
究
者
を
呼
ん
で
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
撮
影
し
た

写
真
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

残
存
状
況
も
良
く
、
舟
の
形
を

し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
昭
和

三
十
一
年
に
岐
阜
県
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
指
定
名
称
は

「
赤
保
木
石
器
時
代
火
炉
」
で
、

現
在
の
考
古
学
の
名
称
定
義
と
は

趣
が
違
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
に

お
け
る
埋
蔵
文
化
財
の
保
存
処
置

の
先
鞭
と
し
て
評
価
が
さ
れ
ま
し

ょ
う
。

　

ま
た
惣
四
郎
は
赤
保
木
史
跡
保

存
会
と
し
て
文
化
財
の
指
定
申
請

を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
赤
保
木
町
地
内
に
は
赤
保

木
瓦
窯
跡
（
国
指
定
）、
赤
保
木

石
器
時
代
の
火
炉
、
赤

保
木
古
墳
群
（
県
指

定
）、
成
田
正
利
墓
、

熊
野
神
社
本
殿
、
熊
野

神
社
の
大
杉
（
市
指

定
）
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
建
造
物
や
史
跡

を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
が
出

来
て
お
り
、
学
校
、
保

育
園
な
ど
の
学
習
の
場

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

機
関
紙
『
飛
騨
春

秋
』
に
は
昭
和
三
十
四

年
か
ら
三
十
八
年
に
か
け
て
十
一

編
投
稿
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

第
四
年
二
号
「
御
墓
山
と
そ
の
山

麓
」
で
は
御
墓
山
か
ら
見
る
早
朝

の
雲
海
の
す
ば
ら
し
い
景
観
を
紹

介
し
、
第
四
年
十
号
「
飛
騨
国
分

寺
瓦
の
系
統
」
で
は
昭
和
二
十
二

年
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
瓦
窯
出
土

の
国
分
寺
瓦
の
文
様
に
つ
い
て
記

し
て
い
ま
す
。
第
六
年
九
号
「
江

馬
家
の
子
孫
」
で
は
神
岡
の
麻
生

野
に
あ
っ
た
洞
城
主
麻
生
野
氏
の

子
孫
が
、
落
ち
延
び
た
後
に
出
世

し
て
大
成
院
家
を
起
こ
し
、
国
分

寺
住
職
、
新
宮
神
社
の
神
官
に
な

っ
て
い
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

松
葉
惣
四
郎
と
い
う
人
は
、
高

山
市
に
お
け
る
史
跡
保
存
の
さ
き

が
け
と
な
っ
た
人
で
、
赤
保
木
史

跡
保
存
会
運
営
の
「
赤
保
木
郷
土

館
」
も
建
設
し
て
一
帯
を
赤
保
木

史
跡
公
園
と
し
て
整
備
を
し
ま
し

た
。
今
、
惣
四
郎
ら
の
立
ち
上
げ

た
赤
保
木
史
跡
公
園
は
、
高
山
市

が
管
理
す
る
「
風
土
記
の
丘
史
跡

公
園
」
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い

る
の
で
す
。　

<

履
歴>　

大
正
六
年
十
一
月

十
四
日
上
枝
村
助
役
就
任
、
同
年

十
二
月
二
十
五
日
退
職
、
ま
た
昭

和
十
六
年
か
ら
二
十
年
ま
で
は
上

枝
村
村
会
議
員
を
四
年
努
め
た
。

昭
和
四
十
七
年
一
月
一
日
九
十
一

歳
で
逝
去
。

文
化
協
会
会
員
の
平
成
二
十
七
年
入
賞
・
受
賞

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

木版塾 老田 正夫（上岡本町8）
板院展入選
大門孝藏氏主宰の「木版塾」塾生。初入選。

木版塾 畑川 清二（神明町1）
板院展入選（2回目）
同「木版塾」塾生。二度目にして二点が受賞。

瀬川 賢一（さわらび会）
改組新日展入選（書・かな）（10回目）
万葉集の和歌2首を題材とした「秋」で受賞。

大門 孝藏（新宮町）
木版画大賞展（6年連続）
滝町の棚田をモチーフとした
「収穫～稲架かけ田の夕暮れ」で受賞。

木版塾 大下 正喜（中山町）
板院展入選（2回目）
同「木版塾」塾生。二度目の受賞。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
（
コ
サ
カ
楽
器
）

◇
日
時　

一
月
十
七
日
（
日
）　

　

午
後
一
時
〜

◇
会
場　

文
化
会
館
・
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

※
チ
ケ
ッ
ト
完
売
の
お
知
ら
せ

　

一
月
二
十
四
日
に
開
催
す
る

「
流
れ
星
＆
林
家
木
久
蔵　

爆
笑

寄
席
」
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
完
売
し

ま
し
た
。

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会 

特
別
上
映
会
の
お
知
ら
せ

　

合
併
十
周
年
記
念
映
画
「
君
と

見
る
風
景
」
の
特
別
上
映
会
を
行

い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
、
ど
な

た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

二
月
十
四
日
（
日
）

　

①
午
前
十
時
〜
②
午
後
二
時
〜

　
（
各
回
三
十
分
前
開
場
）

◇
上
映
時
間　

六
十
三
分

◇
場
所　

文
化
会
館
・
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料
（
整
理
券
配
布
中
）

（一社）高山市文化協会
平成27年の活動

1月1日（木）
　新年市民互礼会及び
第38回飛騨文芸祭表彰式
　　　（高山グリーンホテル）

1月16日（金）～18日（日）
　新春飾り物展　
～干支「未」歌会始お題「本」～

（高山市民文化会館 3階講堂他）

1月20日（火）
　公立文化施設協議会岐阜県支部講演
「新しい広場をつくる」講師 平田オリザ氏

（高山市民文化会館）

2月20日（金）～22日（日）
　［まちの博物館所蔵品展]むかしの新聞展

（高山市民文化会館 3階講堂）

2月26日（木）
　高山市文化芸術鑑賞事業
「鶴光・文治・サンドウィッチマン 爆笑寄席！」

（丹生川文化ホール）

3月14日（土）・15日（日）
　第22回近代文学館企画展
「瀧井孝作　没後三十年展　第三部」
　    （高山市図書館「煥章館」）

3月21日（土・祝）
　近代文学館講演会
「瀧井孝作の生涯と文学の軌跡」
講師 桐山悟朗氏

（高山市図書館「煥章館」）

3月31日（火）
　平成26年度近代文学館調査報告書発行
「瀧井孝作収蔵資料年代別目録」
4月25日（土）・26日（日）
　道伝えの日茶会・
飾り物展入賞作品展
　 （高山市文化伝承館）

5月28日（木）
　高山市文化芸術鑑賞事業
「May J. Spring Tour 2015」

（高山市民文化会館大ホール）

5月30日（土）
　高山市文化芸術鑑賞事業
「舞楽詩 風の又三郎」

（久々野公民館ホール）

6月6日（土）・7日（日）
　高山文化フォーラム2015

（高山市民文化会館）

6月25日（木）
　高山市文化芸術鑑賞事業
「桂文枝・月亭遊方 爆笑寄席！」

（丹生川文化ホール）

6月28日（日）
　市民歴史散歩
「一之宮・山下城」

7月5日（日）
　高山市文化芸術鑑賞事業
「七夕の雅楽」

（こくふ交流センターさくらホール）

7月23日（木）
　高山市文化芸術鑑賞事業
「松竹大歌舞伎」

（高山市民文化会館大ホール）

8月20日（木）
　文学散歩道掃苔
　　　（飛騨の里下）

8月23日（日）
　高山市文化芸術鑑賞事業
「たかやま歌声広場」

（高山市民文化会館小ホール）

8月28日（金）
　市長と語る会　　　　　 （高山市役所）

10月3日（土）・4日（日）
　第２３回近代文学館企画展
「篠原無然～飛驒青年の叫び～」
（高山市図書館「煥章館」）

10月3日（土）
　道伝えの日・お月見歌会

（高山市文化伝承館）

10月17日（土）・18日（日）
　第5回日本板画院東海支部高山展

（高山市民文化会館 4階大会議室）

10月31日（土）
　高山市文化芸術鑑賞事業
「ミゲル・アンヘルフラメンコ舞踏団　アンダルシア
情熱の瞬間」（こくふ交流センターさくらホール）
11月3日（火・祝）
　高山市文化芸術鑑賞事業
「オーケストラ・アンサンブル金沢 山下一史
＆仲道郁代」  （高山市民文化会館大ホール）
11月3日（火・祝）
　第39回飛騨文芸祭作品集「飛騨文藝」発行
11月23日（月・祝）
　ワンコイン・シアター「アニー」

（高山市民文化会館小ホール）

11月26日（木）～27日（金）
　文化協会会員研修旅行
「世界遺産　富岡製糸場
を訪ねて」
11月28日（土）
　道伝えの日・芭蕉忌句会

（高山市文化伝承館）

12月10日（木）
　高山市文化芸術鑑賞事業
「グローリー・ゴスペル・シンガーズ」

（高山市民文化会館大ホール）

12月18日（金）
　文化協会会員講演会
「ロバート キャンベル氏講演会」

（高山市民文化会館小ホール）

12月19日（土）
　ワンコイン・シアター「ディア・ドクター」

（高山市民文化会館小ホール）

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内


